
施　　策： 財務コード高齢者福祉の充実　～地域包括ケアシステムの推進～ 16030301-01-701

キーコード：1083

出力日：令和07年03月18日
事務事業名包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費

10
基本事業： 07介護保険の適切なサービス利用 担当部 健康福祉部

基本事業の
成果指標

①介護保険料の収納率
②介護サービスに関する苦情受付件数 担当課 高齢者支援課

担当係 高齢者福祉担当

地域包括ケアシステム構築に係る多様な主体や団体 ●地域包括ケア推進会議：多様な主体20団体の代表者で構成。在宅医療・
介護連携の推進、認知症施策の推進、生活支援・介護予防施策の推進のテ
ーマで協議し、参加団体の連携及び地域包括ケアシステムの推進を図る。
R4年度：7回開催
●自立支援型地域ケア会議：「高齢者の自立支援」に資するケアマネジメ
ントが行われるようケアマネジャーの資質向上等を目的とした多職種参加
型の会議。R4年度：14回開催
●地域包括支援センターの設置（日常生活圏域４箇所分）：高齢者の総合
相談窓口として４職種（主任介護支援専門員、保健師、社会福祉士、認知
症地域支援推進員）を配置し、設置。
●地域包括支援センターシステム保守委託料：高齢者の相談及びその対応
や、伝達事項等が安全に的確に行えるよう、地域包括支援センターと市と
を連携し、情報の蓄積ができるシステム。

高齢者が住み慣れた地域でその人らしく、できるだけ長く
暮らし続けることができるよう、医療、介護、住まい（地
域）、生活支援・介護予防など高齢者を取り巻く多様な主
体や団体が、ネットワーク構築でき、スムーズな連携を図
ることができる。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 特別会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

地域包括支援センターの相談対応数 13,111 11,414 11,700

成果指標名称 単位 目標
04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
94,689 107,742 115,216 109,654計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

36,455 41,481 42,538 40,147
18,228

0
20,740 21,269 20,073

0 0 0
0 0 0 0

40,006 45,521 51,409 49,434

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.6 0.7 0.6
4,637 5,471 4,814
99,326 113,213 120,030 109,654

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

○

●

【状　況】昨年度と比較すると減少した。
【原　因】重複計上の修正を行い、集計方法を見直したことと、地域包括支援センターアシスト桜台の職員の欠員
が影響している。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

地域包括支援センターの相談件数の増加とともに高齢者支援課での相
談件数も増加している。相談に対応できる体制づくりに向けて検討が
必要になっている。

増加対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は大

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持○ 見直し● ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

地域包括支援センターアシスト桜台は令和６年３月末で閉鎖。ア
シスト桜台圏域は、ちくしの荘が引き継いで対応する。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

平成18年度：介護予防の推進とともに、地域における包括的・継
続的なマネジメント機能を強化するために「地域支援事業」が創
設。高齢者が住みなれた地域で尊厳ある生活を継続できるよう、
高齢者のニーズや状態の変化に応じて必要なサービスが提供する
地域の中核機関として「地域包括支援センター」が設置。

高齢者の増加に伴い、認知症高齢者や高齢者虐待も増加しており
、支援が困難な事例が益々増えてくると思われる。
R3年度：新たな特別調整交付金である「高齢者の保健事業と介護
予防の一体的実施」が開始。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

件

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


